口頭試験実施に当たっての留意事項
１　試験官は、受験者を一受験生として捉えるのではなく、共にケアマネジメントに努力する仲間であり、日本ケアマネジメント学会の同僚であるとの基本的態度で臨むこと。

２　試験官は、受験者が緊張して十分に意見を述べられない可能性があるので、リラックスした雰囲気を醸し出すよう配慮すること。

３　試験官は、事前に申請書類全体に目を通し、受験者の資格等の背景を知っておくこと。
４　試験官は、上記３と同様に提出事例にも十分に目を通し、予め質問事項を用意しチーム内での打ち合わせを行っておくこと。

５　試験官は、口頭試験に於いて質問を行う場合は受験者の問題点の追求に終始せず、できる限り良い点も見出すよう努めること。
６　試験官は、口頭試験に於ける質問に当たっては「評価のめやす」事項の全体に行き渡るようにし、特定の項目に偏らないこと。
７　試験官は、冗長な質問・やりとりを避け、評価の趣旨に沿った的確かつ分かりやすい質問を行うこと。

８　試験官は、例外的な事項の質問や高度過ぎる質問は避け、認定ケアマネジャーとして知っておきたいレベルの質問を中心とすること。

９　試験官は、受験者の意見を巡って「論争」又は「否定」することは厳に戒めること。あくまで、受験者の意見を尊重し、その適否は事後の評価で行うこと。

10　試験官は、自分の理念や価値観を受験者に問うたり、評価の基礎としないこと。
　
